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◉JR宇都宮駅西口3番
乗場より祖母井、茂
木方面行「芳賀温泉
ロマンの湯」下車
◉自家用車…北関東自
動車道真岡I.Cから
約30分／JR宇都宮
駅東口から約30分
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わが町学校のあゆみ－小学校編－

展示室1

　かつて、芳賀町には９つの小
学校があり、地域の人々に親しま
れていました。現在は、児童数が
減少し、芳賀東・北・南の３校に
統合されました。
　展示室１では、閉校となった小
学校の資料を展示し、その歩み
と共に芳賀町の歴史を振り返り
たいと思います。

福田たねとその子供たち
絵と音楽と書の母子展

▼学芸員によるギャラリートーク
　「福田たねとその子供たち」展の
　作品解説を行います。
　日　時：９月７日（日） １４：００から
　場　所：総合情報館展示室
　※参加費・事前申し込みは不要です。
　　当日、直接展示室前にお集まり下さい。

▼情報館講座
　「町村合併と近代史
　 ―日本近代化のなかの芳賀郡町村合併―」
　日　時：９月6日（土） １４：００から
　場　所：総合情報館　多目的室
　講　師：松澤裕作氏 （慶応義塾大学経済学部准教授）
　定　員：４０名
　※事前申し込みが必要です。
　　情報館窓口もしくはお電話にてお申し込み下さい。
　※詳細は総合情報館（028-677-2525）まで。

展示室2

　栃木県芳賀郡東高橋村（現在の芳賀町）
に生まれた福田たね（1885～1968）は天才
と言われた画家・青木繁の恋人だったこと
で知られています。
　それと同時に、福田たねは明治時代に西
洋画の教育を受けた数少ない女性でもあり
ました。その芸術的才能はたねの子供たち
にも受け継がれていました。
　青木とたねの間に生まれた子・幸彦は幼
少期に水橋村で育ち、全国的に有名な作曲
家・尺八奏者の福田蘭童となりました。

1福田たね《枝垂桃》個人蔵　　2福田たね（左）と福田蘭童　　3芥川やす子（左）と福田たね
4芥川やす子《子供》　5福田蘭童直筆の水沼小学校校歌楽譜　※表記のないものは全て芳賀町教育委員会蔵

　また青木繁と離別後、たねが結婚した野
尻長十郎との間に生まれた四女のヤス（芥
川やす子）は金子鴎亭に師事し、書道家と
なりました。金子鴎亭はのちに文化勲章を
受章した書道家です。そして母子は、互い
の芸術活動に関心を持ち交流を続けてい
ました。
　今回、初めて３人の作品・資料を一堂に
展示することとなりました。明治から昭和に
わたるそれぞれの芸術の世界をご堪能頂け
れば幸いです。
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